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【課題の概要】 

本研究は、J-PARC の物質・生命科学実験施設(MLF)で生成される反ミュー

ニュートリノを用い、MLF 内に液体シンチレータ検出器を新たに設置し、既

に稼働を始めている検出器とあわせて、ステライルニュートリノの質量や振動

現象に対してこれまでにない知見を得るものである。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

ステライルニュートリノは、素粒子標準理論の枠外にあり暗黒物質の候補で

もある。36m に設置する新検出器により、その探索感度が２倍以上向上し、米

国の LSND 実験や MiniBooNE 実験で示唆されている eV 程度のステライル

ニュートリノの質量について、世界に先駆けて重要な結論を出すことができる

実験となっており、その学術的意義は高い。 

 

  


